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背景

アプリケーション連携可能な次世代光ネットワーク向け
超並列・容量伸縮活用技術

◆2030年頃までに
◆コアルータに必要なネットワークインタフェースの速度は10 Tbps級

◆光ファイバはシングルモードファイバの限界を超えているため、空間分割多重技術を使用
することでPbs級の速度を実現

◆MACクライアント信号の大規模な並列伝送により、トラヒック要求の増大に対応
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◆MAC信号を段階的に分割する階層型ラウンドロビンマッパーの導入により、並列数を確保
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異なる波長、モード、コア、経路
を信号が通ったときに生じる
skewを処理t
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‐gRPCを活用した、超並列光フレキシブルネットワーク制御‐
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デモ構成
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◆ルータといったネットワーク機器をgRPCによって制御
◆ダイナミックMACにもgRPCを組み込むことで、超並列リンクの並列数をgRPC経由で制御可能

◆ネットワーク管理者は、経路だけでなく、回線の容量も制御できるためネットワークリソースの
利用効率が向上

gRPC-Web

GUI

ブラウザ側から
• 回線設定状況の確認
• 並列数の切り替え
• 経路の切り替え
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長い経路と短い経路を切り替えることが可能
経路やスキューが変更されても通信の継続
が可能

Netgear M4300 Network
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